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【ファミリー向け特別宿泊プラン】（9月限定出発）
たま駅長に会いに行く！特別車庫見学と山間リゾート宿泊in和歌山1泊2日

（詳細）「和み」の地、わかやま。
夏休みが少ない今年、少しでも和んでいただき、地域
の元気さを体感してもらいたい！
今回は、大阪のお隣の和歌山で貴重な鉄道体験と少し
リッチにリゾートを満喫する宿泊型プランです。海外
からも訪れる和歌山電鉄さんの全面協力の元、特別車
庫見学ツアーを実施します！ここでしできない体験を
あそびばすとのコラボにより実現しました！
また、和歌山の名産品フルーツ「ぶどう」！おやつの
時間帯に美味しいぶどうを食べに行きます。今回のお
泊り先は、近年大人気なアウトドア施設（コテー
ジ）！
1家族1つのキャビンコテージを用意していますので、
気兼ねなく過ごしていただけます。
夏休みが少ない今年の夏の最後を楽しみに行きません
か？

（本件に関するお問い合わせ）株式会社リグロース 本社営業所（072-697-9088/info@asobibus.com）担当 熊田

◆料金 大人37,900円 小学生 27,900円 幼児 25,900円 乳幼児 6,000円
※1グループ2名様の場合は、別途費用が掛かります。

※料金に含まれるもの 往復バス利用代・お食事代（昼食弁当1回・朝食1回・夕食1回）・和歌山電鐵
乗車代と見学代・宿泊代・ﾏﾘｰﾅｼﾃｨｸｰﾎﾟﾝ券1000円分（大人小学生のみ）・添乗員経費・サービス料・
諸税
◆最少催行人数：各回12名様（最大26名様まで限定）※コロナ対策の為余裕を持ったバスになる予定です。

◆旅の概要
1日目：各出発地～和歌山電鐵特別車庫見学＆乗車体験～ぶどう狩り～たまゆらの里（宿泊先）

2日目：たまゆらの里（ゆったり出発）～マリーナシティ自由散策～各出発先

◆出発日程 特別コース 1回目：9月19日～20日 2回目：9月21日～22日 各1泊2日コース
（ＪＲ高槻、ＪＲ茨木、千里中央、豊崎（中津駅付近）、天神橋筋六丁目、谷町六丁目、あべの）

◆協力（抜粋）

紀美野町観光協会、和歌山電鐵、たまゆらの里、和歌山マリーナシティ

mailto:072-697-9088/info@asobibus.com）担当


って？

子どもたちの成長のお手伝いと家族の思い出作りをテーマに、
２０１９年春よりスタートした「体感＆体験型【ファミリー専用】バス旅行“あそびばす“」です。

現代の子どもは、「本物」に触れる機会が減っています。自然を感じたり、果実狩りをしたり、釣りを
したり、生き物に触れてみたり。。

そんな経験を１人でも多くの子どもにしてほしいという思いから「あそびばす」を立ち上げました。

関西には、出発地から１時間も移動すれば色んな「遊び場」があります。

各地で季節ごとに“体験”“体感”をすることで、家族みんなで１日を満喫していただきたい！

子どもたちが体験を通して１つでも多く学び、成長するお手伝いをしていきたいと思っております。

これまでの旅行会社とは違った、子ども目線での「旅」を通して地域社会も元気にしていきます。

（これまでの実施企画商品一部）
・春の味覚 いちご狩りとおもしろ電車体験
…和歌山県紀の川市へ旬のいちご狩りとたま電車で有名な和歌山電鐵に体験乗車する企画です。工場見学も特別
に弊社は実施致しました。

・ソーセージつくり体験をしよう！伊賀の里モクモクファーム満喫の旅
…自然体験型牧場モクモクファームへ行き、自らソーセージを作ったりファームを満喫する企画をしました。

・滋賀県高島市で田植え体験と酒蔵見学の食育ツアー
…田んぼに入って実際に田植えを体験する企画。近くの酒蔵では食育を通じたお酒の工場見学を致しました。

・関西空港見学コース
…関西空港という大きな空に触れる場所において、島内見学ツアーと機内食体験コースを実施。帰りに大阪でも
珍しい漁港直結の魚市場も見学しました。

・淡路島でぶどう狩り体験ツアー
…温暖な淡路島でぶどう狩りとアロマを楽しめる施設で手作り体験を企画。スーパーでしか見ないぶどう園で子
どもたちにぶどうってどうやってなっているのかを体験していただきました。

・チルドレンズミュージアムと落花生掘りツアー
…丹波篠山にて、里山の良さを感じてもらえれるプランを実施。落花生掘りは大人でもできない貴重な体験です。

【代表者プロフィール】熊田真一郎（くまだしんいちろう）

４０歳（4歳男の子と1歳女の子の父）
大阪府北摂地域で幼少期から育つ。大学卒業後、京都の大手タクシー会社
にて新規路線バス事業の立ち上げ等に携わる。その後、交通関係の業種を
経験し、前職のフェリーさんふらわあ創業当初には、現場と連携し船を
使った大型イベント等を取りまとめる。
交通を通した地域を“また元気に成長させたい”と思い、株式会社リグ
ロースを設立。

（和歌山電鐵の車庫内での写真） （田植えツアーでの写真）

（落花生掘り体験での写真）


